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【３つの重点施策】 

 

１.新たな参加を促すための学習環境づくり 

２.生涯学習と地域還元をつなげる事業の実施 

３.生涯学習の広報の強化 
 

＜目的＞ 

・「学び返し」による地域力とそれを基盤とした市民協働力の向上の実現 

・「学び返し」の考えを普及させるとともに、そのための人材育成、さらには

返すための活躍の場を広げる 

・第３次府中市生涯学習推進計画の基本理念「人とコミュニティをはぐくむ文

化のまち」及び基本目標「みんなが学び 地域に返す 人と地域がともに育

つ 『学び返し』のまち 府中」の実現 

 

【概要】 

基本施策１：誰もが学べる環境づくり 

【重点施策】新たな参加を促すための学習環境づくり 

 生涯学習活動への参加が少ない層の需要を掘り起こすため、対象者ごとに、

興味・関心の方向性や、参加しやすい形を把握し、対象者に合わせた生涯学習

事業を企画する。企画に当たっては、生涯学習センター事業としての展開のほ

か、他分野との連携を検討するとともに、多様な市民の意見を講座企画にいか

す方法を検討する。 

 

＜めざす姿＞ 
    ・年齢や性別、就労の有無などにかかわらず、全ての市民が、それぞれの

興味・関心にかなう生涯学習活動に取り組んでいる 
    ・仕事や子育てによる時間的制約や、年齢などによって健康面に不安があ

っても、生涯学習活動に参加しやすい環境が整い、それぞれが行いたい

生涯学習に取り組んでいる 
 

＜現状＞ 
  ・平成２９年度の市の生涯学習講座の参加は、平成２３年度の３倍以上に

増加しており、生涯学習活動全体としては活発といえる。参加者を見て

みると、高齢の方や家事専業の方などの参加率が高く、若年層や就労者

層、新しく住民になった方の参加率が低い 
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    ・新しい住民に対する生涯学習事業の情報が十分に伝わっていない、参加

のきっかけがつかみにくい 
    ・若年層、就労者層、高齢者、子育て世帯などそれぞれのライフステージ

に合わせた対応の強化が求められている 
   ・市民の多様なニーズに応じられるように、公民館講座や出前講座など

様々な種類の講座を実施している。 
 
＜課題＞ 

    ・若年層や就労者向けの内容の生涯学習事業が少ない 
    ・新しい住民に対する生涯学習事業の情報提供 

・生涯学習活動に参加するきっかけづくり 
    ・学びを求めている市民を学びの場へ積極的に促すことができる環境づくり 

 

【公民館講座実施状況】教養講座、趣味実用講座など 

Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

６４講座 ６４講座 ６４講座 ６５講座 ６２講座 ６１講座 

2,434人 2,854人 2,516人 3,262人 2,814人 2,538人 

 

【公民館講座のうち家庭教育学級】子育て講座、親子参加型講座など 

Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

３講座 ２講座 １１講座 １３講座 １２講座 １１講座 

 ※公民館とは、社会教育法（第２０条）に基づき、市民のために実際生活に即

する教育に関する各種の事業を行い、市民の生活文化の振興、社会福祉の増

進を寄与することを目的に設置されている施設である。 

 

【全市的家庭教育学級開催数及び参加人数】 

Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

７回 ５回 ５回 ４回 ４回 ４回 

１９９人 ２００人 １４４人 １１６人 １３７人 ６３人 

 

【憲法講演会受講者人数】 

Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

１７人 ８２人 ２７人 ３１人 ２１６人 ３８人 
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【出前講座メニュー数】 

 

【内訳】 

Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

59 講座 59 講座 57 講座 57 講座 57 講座 56 講座 

市政 8 8 8 7 6 6 

市民協働 ― 1 1 1 1 1 

暮らし 8 8 8 8 9 8 

産業 1 1 1 1 1 1 

福祉 5 5 5 5 5 5 

子育て 4 4 4 4 4 4 

健康 9 9 8 8 7 7 

防災 1 1 1 1 2 2 

安全対策 4 3 3 3 3 3 

環境 2 2 2 2 2 2 

まちづくり 4 4 4 4 5 5 

教育 6 6 5 5 5 5 

郷土史 7 7 7 4 7 7 

 

【出前講座実施数】 

 

【内訳】 

Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

32講座 30講座 36講座 42講座 35講座 43講座 

市政 1 0 0 2 0 1 

市民協働  - 0 0 0 2 1 

暮らし 4 2 2 2 3 1 

産業 0 0 0 0 0 0 

福祉 1 4 5 6 3 1 

子育て 3 2 4 3 3 2 

健康 6 3 4 7 3 5 

防災 7 8 13 15 8 25 

安全対策 0 0 0 1 1 2 

環境 1 0 0 0 0 0 

まちづくり 0 0 1 2 1 2 

教育 5 7 0 1 2 1 

郷土史 4 4 6 3 8 2 

メニュー外 0 0 1 0 1 0 
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基本施策２：誰もが活躍できる環境づくり 

【重点施策】生涯学習と地域還元をつなげる事業の実施 

 「学び返し」の理念を市民に普及させるとともに、実際の「学び返し」の活

動を市内で大きく広げていくためには、市民の多くが「学び返し」という言葉

に触れ、体験ができるような事業を、市全体で実施していくことが有効と考え

る。市内の団体などとの連携を含め、生涯学習と地域還元をつなげる事業を検

討する。 

 

＜めざす姿＞ 
     ・年齢や性別、就労の有無などにかかわらず、全ての市民が、その人ごとに

得た知識や技術を、求める方々に還元する生涯学習活動に取り組んでいる 
     ・生涯学習活動を基盤とした本市全体での市民協働が活性化している。「学び

返し」の理念の下、生涯学習活動を経験した人が、そこで身につけた知識や

技能を、豊かな地域づくりへ還元している 
 

 ＜現状＞ 
・第２次府中市生涯学習推進計画の基本理念として「学び返しを通じた地

域教育力の向上」を掲げ、生涯学習を推進してきたが、「学び返し」の認

知度が低い 
・大学連携に力を入れ、生涯学習ファシリテーター養成講座を実施するな

どの人材育成を行っているが、育成した人材を活用するための仕組みや

活躍する場が少ない。現状、修了者へは、フォローアップ講座の受講や

市民企画講座、サポーター登録制度の案内を行っている。 
・市民の方々が学んだことを地域に還元する場として生涯学習フェスティ

バルを開催しており、来場者数は毎年１万人を超えている。 
   

 ＜課題＞ 
   ・「学び返し」とは具体的にどのような活動で、どのような充実感をもた

らすものなのかを、より多くの市民へ周知する方法 
・生涯学習ファシリテーター養成講座受講後の人材活用の仕組みづくり 
・育成した人材を地域で活かせる場づくり 
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【ファシリテーター養成講座修了者数】 

  Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

初級 ９人 １７人 ６人 ６人 

中級 ６人 ６人 ８人 ５人 

上級 １０人 ４人 ４人 ７人 

  

 

 

 

 

※ 平成２９年度からは１年度で修了まで可能な体制に変更した。以前は１年ごと

に初級・中級・上級を受講するため上級修了までに３年かかっていた。 

※ 平成３０年度から学習センターに移行。基礎と発展を合わせて計算している。 

 

【サポーター登録者数】 

Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

７８人 ６７人 ８１人 ６８人 ７５人 ８４人 

 

 Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

来場者数 11,004人 12,397人 11,135人 11,370人 12,510人 11,890人 

市民発表会 １８団体 ２０団体 ２１団体 ２４団体 ２６団体 ２１団体 

市民 

作品展 

３７８点 ３９５点 ３４０点 ３５３点 ４０３点 ４１０点 

サウンド 

フェス 

ティバル 

１４団体 １２団体 

 

１４団体 １５団体 １２団体 １４団体 

ワーク 

ショップ 

２１団体 １６団体 １５団体 １６団体 １５団体 １５団体 

     

  

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

基礎 １２人 
 ５人  

発展 ６人 

実践 ４人 ５人 

【生涯学習フェスティバル実績】 
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【サポーター派遣依頼数】 

 

【内訳】 

Ｈ２５ 

年度 

Ｈ２６ 

年度 

Ｈ２７ 

年度 

Ｈ２８ 

年度 

Ｈ２９ 

年度 

Ｈ３０ 

年度 

１２件 ９件 １１件 １３件 １０件 ９件 

文芸 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 

音楽 ５件 ３件 ２件 ０件 ２件 １件 

舞踏 ２件 ０件 １件 ０件 ０件 ０件 

美術・工芸 １件 １件 １件 １件 １件 ０件 

生活文化 ２件 ２件 １件 ２件 １件 ２件 

人文・自然 ０件 １件 ０件 ０件 ０件 １件 

その他 ２件 ２件 ６件 １０件 ６件 ５件 

 

基本施策３：生涯学習を支える基盤の整備 

【重点施策】生涯学習の広報の強化 

   市民アンケートで、本市の生涯学習施策について最も意見が多かったのは

「広報」についてである。また、若年層や就労者層、新しい住民は、市からの

生涯学習に関する情報が得られないとの回答があった。これを踏まえ、生涯学

習の基盤を支える分野での重点施策として、様々な媒体を活用した広報の強化

を目指す。 

 

  ＜めざす姿＞ 

  ・生涯学習の魅力を伝える広報の効果的な実施により、多くの市民が生涯 

学習活動に関心を持ち、全ての市民が必要な情報を取得できている 

 

  ＜現状＞ 

    ・若年層や就労者層、新しい住民が市からの生涯学習に関する情報を得る 

ことが難しい 

 

＜課題＞ 

    ・市が実施している生涯学習活動の情報を集約した、目に見える形の広報 

    ・ホームページやSNSなどデジタルでの広報の強化 
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＜参考＞ 家庭教育学級の場合 

ポスター 
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HP 
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メール配信 

 

 

広報ふちゅう 

  

 

 
 


